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一般財団法人 積善会  十全総合病院ニュース

《病院理念》 《基本方針》
1. 地域に根ざした病院として、安心できる医療提供に努めます
1. インフォームドコンセントを徹底し、患者様の選択を尊重した医療をめざします
1. 患者様のプライバシーを尊重いたします
1. 知識と技術の向上に努め最善の医療をいたします
1. 優しさ思いやりを大切に心のこもった公平な医療をいたします

広報誌編集活動委員会■編集

十全看護専門学校

愛媛十全医療学院

愛媛十全医療学院附属病院【内科・整形外科】

医療法人 十全会 十全第二病院【精神科】

●

●

●

●

●

総 合 福 祉 施 設　やすらぎの郷
介護老人福祉施設　ハートランド三恵
介護老人保健施設　リハビリステーション三恵荘
介護老人保健施設　希望の館
障害者支援施設　三恵ホーム
児 童 福 祉 施 設   十全保育園
総　合　福　祉　館　コミュニティハウス三恵
福　　 祉　　 館   恵海
児 童 福 祉 施 設   中萩保育園
養護老人ホーム  新居浜市立慈光園

あたたかい心、思いやりの心、私達は心の医療
を推進します。

生活能力の回復と維持を図っています。

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士の育成
校是【博く学び、深く思い、厚く思いやる】

あたたかい気持ちとあつい心をもった看護師の
育成を図っています。

社会福祉法人 三恵会
子供から高齢者まで、幅広い世代へのお世話を
行っています。

医療・福祉  十全グループ

〒792-8586　愛媛県新居浜市北新町1番5号
TEL（0897）33-1818  ＦＡＸ（0897）37-2124

http://jyuzen.jp/ホームページアドレス

ストップ! 温暖化

一般財団法人 積善会

環境負荷を抑えた植物油インキと
適切に管理された森林から生産さ
れた紙を使用しています。

移動図書館 青い鳥号

◎悪天候や特殊な事情により、運行を
　中止することがあります。

来院時間 

お問い合わせは…

新居浜市立別子銅山記念図書館
TEL（0897）32-1911

午後3：10～3：50

来院予定日

患者さまの責務

良質で安全な医療を平等にうける権利

病気の診断・治療方針・今後の見込み
について十分な説明をうける権利

他院を含め他の医師の意見（セカンド
オピニオン）を求める権利

自分が受ける医療に参加し自ら決定す
る権利

診療上の個人のプライバシーについて
保護される権利

診療記録の開示を求める権利

医師が説明し同意した治療方針に協
力する義務があります。

自分自身の健康に関する情報はできる
限り正確にお伝えください。

院内の規則を守り、他の患者さまの治
療に支障を来たさないよう協力をお願
いします。

患者さまの権利
私たちは患者さまとのより良い信頼関係を
築くため、「患者さまの権利」を尊重します。
1.
1.

1.

1.

1.

1.

1.

1.

1.

病院敷地内 全面禁煙
トイレや人目につかないところでの喫煙は防
火管理上も大変危険ですので、喫煙はくれぐ
れもご遠慮ください。 皆様のご理解とご協力
を、よろしくお願いいたします。　　  病 院 長

所在地のご案内

交通の
ご案内

新居浜 IC から約 20 分、いよ西条 IC から約 20 分 
【 駐車場完備 272 台収容可能 】

瀬戸内バス ……「十全総合病院前（ 広瀬 → 多喜浜線 ）」下車
　　　　　　　   「十全病院南口（ 今治 → マイントピア別子線 ）」下車
J R 予 讃 線  …… 新居浜（にいはま）駅下車、タクシーで約 10 分
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　『
他
人
の
為
に
尽
く
し
て
感
謝
し
よ
う
』

は
当
院
の
病
院
理
念
の
ひ
と
つ
で
す
。
最
近

の
心
理
学
者
と
分
子
生
物
学
者
が
コ
ラ
ボ

し
た
研
究
で
、〝
人
の
た
め
に
尽
く
し
、
人
の

た
め
に
な
っ
た
〞と
感
じ
た
時
、
我
々
の
体

内
で
起
こ
っ
て
い
る
遺
伝
子
の
発
現
変
化
が

観
察
さ
れ
て
い
ま
す*

。
心
が
身
体
に
影
響

を
及
ぼ
す
証
拠
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
そ
も
そ
も
、
人
の
幸
せ
は
大
き
く
ふ
た

つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
人
で
趣

味
に
興
じ
た
り
、
美
味
し
い
食
事
を
と
っ
た

り
、
旅
行
を
楽
し
ん
だ
り
、
美
し
い
も
の
に

感
動
し
た
り
す
る
、
い
わ
ば
個
人
的
な
幸

福
感（H

edo
nic w

ell-being

、
日
本
語
で

は
個
人
快
楽
的
幸
福
）と
、
他
人
お
よ
び
社

会
と
の
協
調
性
を
感
じ
、
小
さ
な
親
切
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
寄
付
な
ど
、
見
返
り
を
求

め
な
い
利
他
的
行
動
、
個
体
を
超
越
し
た

時
に
感
じ
る
幸
福
感
（E

udaim
no

nic 

w
ell-being

、
社
会
的
幸
福
）で
す
。
心
理

学
的
に
社
会
的
幸
福
は
個
人
的
幸
福
に
比

べ
、
長
時
間
持
続
す
る
強
い
幸
福
感
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
利
他
的
行
動
に
よ
っ

て
、
脳
内
報
酬
系
が
賦
活
さ
れ
、
強
い
幸

福
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
そ
う

で
す
。

　
研
究
で
は
ふ
た
つ
の
幸
福
に
あ
て
は
ま
る

人
々
を
心
理
学
者
が
分
類
し
、
健
康
維
持

に
関
わ
る
２
１
０
０
０
種
類
の
遺
伝
子
の
発

現
に
つ
い
て
分
子
生
物
学
的
手
技
を
用
い
検

討
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
個
人
的
幸

福
群
、
社
会
的
幸
福
群
は
共
に
遺
伝
子
発

現
の
傾
向
は
似
て
い
る
も
の
の
、
免
疫
系
、

慢
性
炎
症
反
応
で
異
な
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
社
会
的
群
で
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
産

生
な
ど
ウ
ィ
ル
ス
感
染
、
腫
瘍（
が
ん
）免
疫

系
が
上
昇
、
慢
性
炎
症
反
応
の
免
疫
系
の

低
下
が
見
ら
れ
、
一
方
、
個
人
的
群
で
は
細

菌
感
染
症
や
慢
性
炎
症
反
応
の
免
疫
系
が

上
昇
す
る
ら
し
い
の
で
す（
慢
性
炎
症
反
応

は
老
化
促
進
）。
社
会
的
な
幸
福
感
は
健
康

寿
命
を
延
ば
す
と
い
う
意
味
で
重
要
で
あ

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
幸
福
の
パ
タ
ー

ン
に
よ
り
我
々
の
体
内
の
遺
伝
子
の
発
現
量

が
異
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
重
大
で
、

日
頃
の
行
動
、
考
え
方
に
よ
り
遺
伝
子
発

現
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
補
足
で
す
が
人
の
遺
伝
子
は
皆
ほ

ぼ
同
じ
で（S

N
P
**

な
ど
の
違
い
あ
り
）、

ヒ
ト
の
個
体
差
は
遺
伝
子
発
現
の
違
い
に

よ
る
こ
と
が
大
き
い
の
で
す
。

　『
他
人
の
為
に
尽
く
し
て
感
謝
し
よ
う
』

と
似
た
言
葉
に
、『
情
け
は
人
の
た
め
な
ら

ず
』が
あ
り
ま
す
が
、
先
人
の
卓
越
し
た
知

恵
を
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、『
情
け
は
』は

『
他
人
の
為
に
』と
は
少
し
違
い
、
互
酬（
見

返
り
も
）を
求
め
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ

ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 * F
re

n
d

ric
k
s
o

n
 B

L
 e

t a
l.: A

 fu
n

c
tio

n
a

l 
g

e
n

o
m

ic
 p

e
rs

p
e

c
tiv

e
 o

n
 h

u
m

a
n

 
w

e
ll-b

e
in

g
.

　

P
ro

c
 N

a
tl 　

A
c

a
d

 S
c

i U
S

A
 1

1
0

: 
1

3
6

8
4
-1

3
6

8
9
,2

0
1

3
**sin

g
le

 n
u
c
le

o
tid

e
 p

o
lym

o
rp

h
ism

産
婦
人
科 

部
長

　木 

花

　敏 

雅

『
人
の
た
め
に
尽
く
し
感
謝
す
る
』こ
と
で

体
内
に
起
こ
っ
て
い
る
心
と
体
の
状
態
に
つ
い
て

『
人
の
た
め
に
尽
く
し
感
謝
す
る
』こ
と
で

体
内
に
起
こ
っ
て
い
る
心
と
体
の
状
態
に
つ
い
て

◎診察日【産婦人科】
●月～金曜日／第3・5土曜日
　午前 ８ 時45分 ～ 12 時
●月・水・金曜日
　午後 ２ 時 ～ ４ 時

ひ

と

ひ

と

ひ

と

ご
し
ゅ
う

メディカル
スクール 2016
in 十全総合病院

参加費
無料

　実際の医療現場で行う実践型医療体
験セミナーです。

①検査機器を使った医療体験
②メス等を使った模擬手術体験 等

日　時 ９月24日㈯ 8:30 ～ 15:30

場　所 十全総合病院

対　象 中高生（医師の仕事に興味がある人）

定　員 25名（定員になり次第締切）

問合せ 十全総合病院 企画支援課　TEL（0897）33-1818（藤原）
HPアドレス　http://jyuzen.jp/

申　込 ８月１日㈪より受付
申込要領は７月下旬に当院のホームページに掲載いたします。
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「
医
療
資
源
の
ひ
と
つ
、

『
薬
』の
適
正
使
用
」に
つ
い
て

「
医
療
資
源
の
ひ
と
つ
、

『
薬
』の
適
正
使
用
」に
つ
い
て

　
４
〜
５
年
前

か
ら
よ
く
耳
に

す
る
２
０
２
５

年
問
題（
団
塊

の
世
代
が
75
歳

以
上
に
な
り
高

齢
者
人
口
が
３
５
０
０
万
人
に
達
し
、
介
護
・

医
療
費
等
社
会
保
障
費
の
急
増
が
懸
念
さ
れ

る
問
題
）、
実
は
10
年
以
上
前
か
ら
こ
の
社

会
現
象
に
つ
い
て
は
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
総
務
省
も
、
２
０
０
０
年
に
少
子
高
齢

化
と
、
高
齢
者
率
に
つ
い
て
予
測
し
て
お

り
、
当
時
は
２
０
２
５
年
に
総
人
口
の
４
人

に
１
人（
25
％
）が
高
齢
者
に
な
る
と
予
測
し

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
２
０
１
４
年
に

高
齢
化
率
が
25
％
に
達
成
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
後
も
高
齢
化
率
は
上
昇
し
続
け
、

現
在
で
は
２
０
２
５
年
に
は
高
齢
者
率
が

30
％
に
な
る
の
で
は
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
０
年
時
点
の
予
測
よ
り
10
年
も
早

く
少
子
高
齢
化
が
進
ん
だ
の
は
何
故
で
し
ょ

う
か
？

　
医
療
技
術
の
進
歩
と
画
期
的
な
医
薬
品

が
開
発
さ
れ
た
事
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て（
こ
れ
は
私
見
で

す
が
）、
２
０
０
０
年
の
時
点
で
は
、
少
子

化
が
こ
こ
ま
で
深
刻
化
す
る
と
は
、
予
測

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
現
に
２
０
０
０
年
の
出
生
数
は
約
１

２
０
万
人
、
そ
の
後
毎
年
減
り
続
け
、
２
０

０
６
年
に
一
時
回
復
し
た
も
の
の
、
そ
の
後

ま
た
減
り
続
け
、
２
０
１
４
年
に
は
約
１
０

０
万
人
ま
で
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
少
子
化
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は

（
こ
れ
も
私
見
で
す
）、
２
０
０
１
年
に
誕
生

し
た
小
泉
内
閣
が
推
し
進
め
た
規
制
緩
和

と
、
２
０
０
８
年
９
月
に
起
こ
っ
た
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
で
は
な
い
か
と
推
測
し
ま
す
。

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
景
気
の
後
退
と

デ
フ
レ
に
よ
り
派
遣
業
務
が
拡
大
し
、
非

正
規
社
員
が
増
え
、
所
得
は
減
り
将
来
に

対
す
る
不
安
が
増
大
？（
こ
れ
だ
け
が
原
因

と
は
思
い
ま
せ
ん
が
）、
結
婚
し
な
い
若
者

（
未
婚
）が
増
え
、
当
然
出
生
数
は
減
少
し
、

結
果
、
世
界
で
一
番
高
齢
者
率
の
高
い
国
と

な
り
ま
し
た
。

　
２
０
２
５
年
問
題
と
い
え
ば
、
高
齢
者
人

口
が
増
え
社
会
保
障
費
が
増
大
す
る
事
ば

か
り
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

実
は
15
歳
以
下
の
人
口
の
減
少
も
そ
れ
と
同

じ
、
い
や
そ
れ
以
上
に
問
題
視
さ
れ
る
べ
き

懸
念
事
項
で
す
。
将
来
の
生
産
年
齢
の
人
口

増
が
見
込
め
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
国

自
体
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
せ
ん
か
？

　
前
置
き
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
、
本
題

に
入
り
ま
す
が
、
社
会
保
障
費
の
中
に
は

医
療
費
が
含
ま
れ
ま
す
。
そ
の
医
療
費
が
こ

こ
10
年
く
ら
い
毎
年
１
兆
円
ず
つ
増
え
、
２

０
１
３
年
度
の
国
民
医
療
費
は
40
兆
を
超
え

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
65
歳
以
上
の
人
に
か

か
っ
た
も
の
が
約
23
兆
円
で
す
。
因
み
に
薬

は
ど
の
く
ら
い
を
占
め
て
い
る
か
と
い
う
と

約
10
兆
円
で
す
。

　
現
状
の
ま
ま
で
10
年
後
を
迎
え
る
と
、

日
本
の
国
民
皆
保
険
制
度
の
継
続
が
危
ぶ

ま
れ
る
事
態
に
陥
る
可
能
性
が
出
て
き
ま

す
。
世
界
に
誇
れ
る
国
民
皆
保
険
制
度
を
子

ど
も
た
ち
に
継
続
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
私
た
ち
医
療
従
事
者
が
行
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
何
か
？
と
い
う

と
、「
医
療
資
源
」を
適
切
に
使
用
す
る
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
薬
剤

師
で
す
か
ら「
薬
」と
い
う
医
療
資
源
の
適
正

使
用
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。

　
最
近
は
薬
剤
師
も
、
後
発
医
薬
品
の
使
用

を
推
奨
し
た
り
、
患
者
さ
ん
の
残
薬
問
題
に

取
り
組
ん
だ
り
、
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー（
多

剤
併
用
）の
削
減
に
取
り
組
ん
だ
り
と
医
療

財
源
を
意
識
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
併
せ
て
、
高
齢
者
の
薬
の
多
剤
併
用
に

よ
る
副
作
用
の
発
現
防
止
の
取
り
組
み
、
ビ

ア
ー
ズ
基
準
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
、
今
ま

で
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら
高
齢
者
の
適
切
な

薬
物
療
法
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
日
本
版
ビ
ア
ー
ズ
基
準「
高
齢
者
の
安
全

な
薬
物
療
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
日
本
老
年
医

学
会
」が
、
昨
年
末
に
約
10
年
ぶ
り
に
改
定

と
な
り
ま
し
た
。
前
回
ま
で
は
高
齢
者
に
不

適
切（
使
用
を
避
け
る
の
が
望
ま
し
い
）な
薬

剤
の
み
が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は

そ
れ
に
加
え
高
齢
者
に
使
用
を
考
慮
す
べ
き

（
推
奨
す
べ
き
）薬
剤
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
ビ
ア
ー
ズ
基
準
は
ア
メ
リ
カ
で
１
９
９
１

年
に
初
め
て
発
表
さ
れ
た
、「
高
齢
者
に
不

適
切
な
薬
剤
処
方
の
基
準
」で
、
２
０
０
３

年
の
改
定
で
世
界
的
に
評
価
を
受
け
ま
し

た
。
欧
州
で
は
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
基
準
と
呼
ば
れ

る
も
の
が
出
来
、
カ
ナ
ダ
や
韓
国
な
ど
に
も

同
じ
よ
う
な
も
の
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
２
０
２
５
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
薬
剤

師
は
、
今
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
ー
を

蓄
積
し
、
日
本
独
自
の「
高
齢
者
に
お
け
る

安
全
で
適
切
な
薬
物
療
法
」を
確
立
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
医
療
資
源
で

あ
る
薬
の
適
正
使
用
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

は
、
終
わ
り
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
憲
法
第
97
条

「
基
本
的
人
権
」を
遵
守

し
、
私
も
微
力
な
が
ら

も
う
し
ば
ら
く
貢
献
で
き

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

薬
局
長

　小 

笠 

原

　充
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骨
折
や
肺
炎
な
ど
で
入
院
さ
れ
た

患
者
さ
ん
が
、
点
滴
を
抜
い
て
興
奮

し
始
め
た
り
、
安
静
に
せ
ず
ベ
ッ
ド
に

仁
王
立
ち
に
な
っ
た
り
、
急
に
話
の
辻

褄
が
合
わ
な
く
な
っ
た
り
し
て
、
び
っ

く
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
多
く
は
、
後
で
尋
ね
て
も
そ
の
行

動
を
本
人
が
覚
え
て
お
ら
ず
、
意
識

障
害
の
一
種
で
あ
る「
せ
ん
妄
」と
呼

ば
れ
る
状
態
で
す
。

①
急
性
に
発
症
し
、
症
状
が
動
揺
す
る

②
注
意
力
が
保
て
な
い

③
思
考
の
錯
乱

④
意
識
レ
ベ
ル
の
変
化

な
ど
の
特
徴
か
ら
診
断
さ
れ
ま
す
。

　
せ
ん
妄
は
、
65
歳
以
上
の
入
院
患

者
さ
ん
の
10
〜
42
％
も
の
高
率
に
発

症
す
る
と
言
わ
れ
、
転
倒
な
ど
事
故

の
増
加
、
合
併
症
の
増
加
、
入
院
期

間
の
延
長
、
生
命
予
後
の
悪
化
、
対

応
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
疲
弊
な
ど
、

そ
の
影
響
は
深
刻
で
す
。

　
特
に
せ
ん
妄
を
起
こ
し
や
す
い
の

は
、
70
歳
以
上
の
方
、
認
知
症（
潜
在

的
も
含
む
）の
方
、
手
術
後
や
重
症
で

Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
入
室
す
る
方
、
視
力
や
聴

力
障
害
の
あ
る
方
、
ア
ル
コ
ー
ル
を

多
量
に
飲
ん
で
い
た
方
、
脳
卒
中
の

既
往
の
あ
る
方
で
す
。
多
職
種
チ
ー

ム
で
の
積
極
的
な
リ
ス
ク
管
理
、
予

防
的
介
入
が
有
用
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
せ
ん
妄
の
原
因
や
誘
因
は
、
身
体

疾
患
や
手
術
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
、
水

分
や
栄
養
不
足
、
ス
ト
レ
ス
、
薬
剤

な
ど
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
原
因
を
取

り
除
く
こ
と
の
他
に
、
認
知
機
能
や

見
当
識
に
配
慮
し
て
安
心
感
を
高

め
、
痛
み
な
ど
の
身
体
的
苦
痛
を
緩

和
し
、
睡
眠
の
リ
ズ
ム
が
整
う
よ
う

に
、
介
入
を
行
い
ま
す
。
せ
ん
妄
を

予
防
し
、
安
全
に
入
院
治
療
を
終
え

ら
れ
る
よ
う
、
精
神
科
も
チ
ー
ム
医

療
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

ご
家
族
が
出
来
る
、

　
　
　
　
　
せ
ん
妄
予
防

① 

飲
ん
で
い
る
薬
や
病
歴
、
ア
レ
ル

ギ
ー
な
ど
の
医
療
情
報
や
生
活
習

慣
を
病
院
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

② 

使
い
慣
れ
た
眼
鏡
・
補
聴
器
・
義
歯

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

③ 

お
気
に
入
り
の
家
族
写
真
・
時
計
・

毛
布
・
本
・
数
珠
な
ど
、
安
心
で
き

る
も
の
を
身
近
に
置
き
ま
す
。

④ 

患
者
さ
ん
に
は
静
か
に
落
ち
着
い

た
声
で
、
今
ど
こ
に
何
の
た
め
に

い
る
か
、
繰
り
返
し
伝
え
ま
す
。

⑤ 

伝
え
る
こ
と
は
、
一
度
に
ひ
と
つ
だ

け
。
過
剰
刺
激
で
混
乱
さ
せ
な
い

よ
う
配
慮
し
ま
す
。

⑥ 

ご
家
族
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
朝
昼

夕
に
15
分
ず
つ
会
話
を
交
わ
す
こ

と
で
、
予
防
効
果
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

⑦ 

睡
眠
と
寛
ぎ
の
た
め
に
、
温
か
い

ミ
ル
ク
や
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
、
背
部

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
も
有
効
で
す
。
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せ
ん
妄
予
防
の
非
薬
物

的
ア
プ
ロ
ー
チ
参
照
。

精
神
科

　太 

田

　恵 

理 

子

「
せ
ん
妄
」を
予
防
す
る
た
め
に

「
せ
ん
妄
」を
予
防
す
る
た
め
に

入
院
中
の
精
神
科
ケ
ア

入
院
中
の
精
神
科
ケ
ア

◎診察日【精神科】
●毎週水曜日
　外来 午前 ８ 時45分 ～ 12 時
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「
医
療
資
源
の
ひ
と
つ
、

『
薬
』の
適
正
使
用
」に
つ
い
て

「
医
療
資
源
の
ひ
と
つ
、

『
薬
』の
適
正
使
用
」に
つ
い
て

　
４
〜
５
年
前

か
ら
よ
く
耳
に

す
る
２
０
２
５

年
問
題（
団
塊

の
世
代
が
75
歳

以
上
に
な
り
高

齢
者
人
口
が
３
５
０
０
万
人
に
達
し
、
介
護
・

医
療
費
等
社
会
保
障
費
の
急
増
が
懸
念
さ
れ

る
問
題
）、
実
は
10
年
以
上
前
か
ら
こ
の
社

会
現
象
に
つ
い
て
は
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
総
務
省
も
、
２
０
０
０
年
に
少
子
高
齢

化
と
、
高
齢
者
率
に
つ
い
て
予
測
し
て
お

り
、
当
時
は
２
０
２
５
年
に
総
人
口
の
４
人

に
１
人（
25
％
）が
高
齢
者
に
な
る
と
予
測
し

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
２
０
１
４
年
に

高
齢
化
率
が
25
％
に
達
成
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
後
も
高
齢
化
率
は
上
昇
し
続
け
、

現
在
で
は
２
０
２
５
年
に
は
高
齢
者
率
が

30
％
に
な
る
の
で
は
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
０
年
時
点
の
予
測
よ
り
10
年
も
早

く
少
子
高
齢
化
が
進
ん
だ
の
は
何
故
で
し
ょ

う
か
？

　
医
療
技
術
の
進
歩
と
画
期
的
な
医
薬
品

が
開
発
さ
れ
た
事
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て（
こ
れ
は
私
見
で

す
が
）、
２
０
０
０
年
の
時
点
で
は
、
少
子

化
が
こ
こ
ま
で
深
刻
化
す
る
と
は
、
予
測

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
現
に
２
０
０
０
年
の
出
生
数
は
約
１

２
０
万
人
、
そ
の
後
毎
年
減
り
続
け
、
２
０

０
６
年
に
一
時
回
復
し
た
も
の
の
、
そ
の
後

ま
た
減
り
続
け
、
２
０
１
４
年
に
は
約
１
０

０
万
人
ま
で
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
少
子
化
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は

（
こ
れ
も
私
見
で
す
）、
２
０
０
１
年
に
誕
生

し
た
小
泉
内
閣
が
推
し
進
め
た
規
制
緩
和

と
、
２
０
０
８
年
９
月
に
起
こ
っ
た
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
で
は
な
い
か
と
推
測
し
ま
す
。

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
景
気
の
後
退
と

デ
フ
レ
に
よ
り
派
遣
業
務
が
拡
大
し
、
非

正
規
社
員
が
増
え
、
所
得
は
減
り
将
来
に

対
す
る
不
安
が
増
大
？（
こ
れ
だ
け
が
原
因

と
は
思
い
ま
せ
ん
が
）、
結
婚
し
な
い
若
者

（
未
婚
）が
増
え
、
当
然
出
生
数
は
減
少
し
、

結
果
、
世
界
で
一
番
高
齢
者
率
の
高
い
国
と

な
り
ま
し
た
。

　
２
０
２
５
年
問
題
と
い
え
ば
、
高
齢
者
人

口
が
増
え
社
会
保
障
費
が
増
大
す
る
事
ば

か
り
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

実
は
15
歳
以
下
の
人
口
の
減
少
も
そ
れ
と
同

じ
、
い
や
そ
れ
以
上
に
問
題
視
さ
れ
る
べ
き

懸
念
事
項
で
す
。
将
来
の
生
産
年
齢
の
人
口

増
が
見
込
め
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
国

自
体
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
せ
ん
か
？

　
前
置
き
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
、
本
題

に
入
り
ま
す
が
、
社
会
保
障
費
の
中
に
は

医
療
費
が
含
ま
れ
ま
す
。
そ
の
医
療
費
が
こ

こ
10
年
く
ら
い
毎
年
１
兆
円
ず
つ
増
え
、
２

０
１
３
年
度
の
国
民
医
療
費
は
40
兆
を
超
え

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
65
歳
以
上
の
人
に
か

か
っ
た
も
の
が
約
23
兆
円
で
す
。
因
み
に
薬

は
ど
の
く
ら
い
を
占
め
て
い
る
か
と
い
う
と

約
10
兆
円
で
す
。

　
現
状
の
ま
ま
で
10
年
後
を
迎
え
る
と
、

日
本
の
国
民
皆
保
険
制
度
の
継
続
が
危
ぶ

ま
れ
る
事
態
に
陥
る
可
能
性
が
出
て
き
ま

す
。
世
界
に
誇
れ
る
国
民
皆
保
険
制
度
を
子

ど
も
た
ち
に
継
続
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
私
た
ち
医
療
従
事
者
が
行
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
は
何
か
？
と
い
う

と
、「
医
療
資
源
」を
適
切
に
使
用
す
る
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
薬
剤

師
で
す
か
ら「
薬
」と
い
う
医
療
資
源
の
適
正

使
用
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。

　
最
近
は
薬
剤
師
も
、
後
発
医
薬
品
の
使
用

を
推
奨
し
た
り
、
患
者
さ
ん
の
残
薬
問
題
に

取
り
組
ん
だ
り
、
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー（
多

剤
併
用
）の
削
減
に
取
り
組
ん
だ
り
と
医
療

財
源
を
意
識
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
併
せ
て
、
高
齢
者
の
薬
の
多
剤
併
用
に

よ
る
副
作
用
の
発
現
防
止
の
取
り
組
み
、
ビ

ア
ー
ズ
基
準
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
、
今
ま

で
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら
高
齢
者
の
適
切
な

薬
物
療
法
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
日
本
版
ビ
ア
ー
ズ
基
準「
高
齢
者
の
安
全

な
薬
物
療
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
日
本
老
年
医

学
会
」が
、
昨
年
末
に
約
10
年
ぶ
り
に
改
定

と
な
り
ま
し
た
。
前
回
ま
で
は
高
齢
者
に
不

適
切（
使
用
を
避
け
る
の
が
望
ま
し
い
）な
薬

剤
の
み
が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は

そ
れ
に
加
え
高
齢
者
に
使
用
を
考
慮
す
べ
き

（
推
奨
す
べ
き
）薬
剤
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
ビ
ア
ー
ズ
基
準
は
ア
メ
リ
カ
で
１
９
９
１

年
に
初
め
て
発
表
さ
れ
た
、「
高
齢
者
に
不

適
切
な
薬
剤
処
方
の
基
準
」で
、
２
０
０
３

年
の
改
定
で
世
界
的
に
評
価
を
受
け
ま
し

た
。
欧
州
で
は
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
基
準
と
呼
ば
れ

る
も
の
が
出
来
、
カ
ナ
ダ
や
韓
国
な
ど
に
も

同
じ
よ
う
な
も
の
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
２
０
２
５
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
薬
剤

師
は
、
今
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
ー
を

蓄
積
し
、
日
本
独
自
の「
高
齢
者
に
お
け
る

安
全
で
適
切
な
薬
物
療
法
」を
確
立
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
医
療
資
源
で

あ
る
薬
の
適
正
使
用
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

は
、
終
わ
り
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
憲
法
第
97
条

「
基
本
的
人
権
」を
遵
守

し
、
私
も
微
力
な
が
ら

も
う
し
ば
ら
く
貢
献
で
き

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

薬
局
長

　小 

笠 

原

　充

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ ■
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■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
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■
■
■
■
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■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
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■
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■
■
■
■
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■
■
■
■
■
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■
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■
■
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■
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■
■
■
■
■
■
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■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

　
骨
折
や
肺
炎
な
ど
で
入
院
さ
れ
た

患
者
さ
ん
が
、
点
滴
を
抜
い
て
興
奮

し
始
め
た
り
、
安
静
に
せ
ず
ベ
ッ
ド
に

仁
王
立
ち
に
な
っ
た
り
、
急
に
話
の
辻

褄
が
合
わ
な
く
な
っ
た
り
し
て
、
び
っ

く
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
多
く
は
、
後
で
尋
ね
て
も
そ
の
行

動
を
本
人
が
覚
え
て
お
ら
ず
、
意
識

障
害
の
一
種
で
あ
る「
せ
ん
妄
」と
呼

ば
れ
る
状
態
で
す
。

①
急
性
に
発
症
し
、
症
状
が
動
揺
す
る

②
注
意
力
が
保
て
な
い

③
思
考
の
錯
乱

④
意
識
レ
ベ
ル
の
変
化

な
ど
の
特
徴
か
ら
診
断
さ
れ
ま
す
。

　
せ
ん
妄
は
、
65
歳
以
上
の
入
院
患

者
さ
ん
の
10
〜
42
％
も
の
高
率
に
発

症
す
る
と
言
わ
れ
、
転
倒
な
ど
事
故

の
増
加
、
合
併
症
の
増
加
、
入
院
期

間
の
延
長
、
生
命
予
後
の
悪
化
、
対

応
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
疲
弊
な
ど
、

そ
の
影
響
は
深
刻
で
す
。

　
特
に
せ
ん
妄
を
起
こ
し
や
す
い
の

は
、
70
歳
以
上
の
方
、
認
知
症（
潜
在

的
も
含
む
）の
方
、
手
術
後
や
重
症
で

Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
入
室
す
る
方
、
視
力
や
聴

力
障
害
の
あ
る
方
、
ア
ル
コ
ー
ル
を

多
量
に
飲
ん
で
い
た
方
、
脳
卒
中
の

既
往
の
あ
る
方
で
す
。
多
職
種
チ
ー

ム
で
の
積
極
的
な
リ
ス
ク
管
理
、
予

防
的
介
入
が
有
用
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
せ
ん
妄
の
原
因
や
誘
因
は
、
身
体

疾
患
や
手
術
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
、
水

分
や
栄
養
不
足
、
ス
ト
レ
ス
、
薬
剤

な
ど
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
原
因
を
取

り
除
く
こ
と
の
他
に
、
認
知
機
能
や

見
当
識
に
配
慮
し
て
安
心
感
を
高

め
、
痛
み
な
ど
の
身
体
的
苦
痛
を
緩

和
し
、
睡
眠
の
リ
ズ
ム
が
整
う
よ
う

に
、
介
入
を
行
い
ま
す
。
せ
ん
妄
を

予
防
し
、
安
全
に
入
院
治
療
を
終
え

ら
れ
る
よ
う
、
精
神
科
も
チ
ー
ム
医

療
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

ご
家
族
が
出
来
る
、

　
　
　
　
　
せ
ん
妄
予
防

① 

飲
ん
で
い
る
薬
や
病
歴
、
ア
レ
ル

ギ
ー
な
ど
の
医
療
情
報
や
生
活
習

慣
を
病
院
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

② 

使
い
慣
れ
た
眼
鏡
・
補
聴
器
・
義
歯

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

③ 

お
気
に
入
り
の
家
族
写
真
・
時
計
・

毛
布
・
本
・
数
珠
な
ど
、
安
心
で
き

る
も
の
を
身
近
に
置
き
ま
す
。

④ 

患
者
さ
ん
に
は
静
か
に
落
ち
着
い

た
声
で
、
今
ど
こ
に
何
の
た
め
に

い
る
か
、
繰
り
返
し
伝
え
ま
す
。

⑤ 

伝
え
る
こ
と
は
、
一
度
に
ひ
と
つ
だ

け
。
過
剰
刺
激
で
混
乱
さ
せ
な
い

よ
う
配
慮
し
ま
す
。

⑥ 

ご
家
族
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
朝
昼

夕
に
15
分
ず
つ
会
話
を
交
わ
す
こ

と
で
、
予
防
効
果
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

⑦ 

睡
眠
と
寛
ぎ
の
た
め
に
、
温
か
い

ミ
ル
ク
や
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
、
背
部

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
も
有
効
で
す
。

H
E

L
P

(H
o

s
p

ita
l E

ld
e

r L
ife

 

P
ro

g
ra

m
) 

せ
ん
妄
予
防
の
非
薬
物

的
ア
プ
ロ
ー
チ
参
照
。

精
神
科

　太 

田

　恵 

理 

子

「
せ
ん
妄
」を
予
防
す
る
た
め
に

「
せ
ん
妄
」を
予
防
す
る
た
め
に

入
院
中
の
精
神
科
ケ
ア

入
院
中
の
精
神
科
ケ
ア

◎診察日【精神科】
●毎週水曜日
　外来 午前 ８ 時45分 ～ 12 時
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エ
コ
と
省
エ
ネ
に
つ
い
て

考
え
て
み
た

エ
コ
と
省
エ
ネ
に
つ
い
て

考
え
て
み
た総

務
課 

営
繕
係 

主
任

　真 

鍋

　和 

良

ほほえみ
医療メモ
ほほえみ
医療メモ

が
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
を

　
　知
っ
て
い
ま
す
か
？

が
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
を

　
　知
っ
て
い
ま
す
か
？

理
学
療
法
科

　三 

宅

　真 

寿 

美

ほほえみ
医療メモ
ほほえみ
医療メモ

　
昨
今
、「
エ
コ
」「
省
エ
ネ
」と
い
っ
た
言
葉
は
、

当
た
り
前
の
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

に
関
し
て
は
、
個
人
・
グ
ル
ー
プ
・
企
業
等
の
取

組
や
活
動
に
よ
っ
て
成
果
が
現
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
メ
ー
カ
ー
や
メ
デ
ィ
ア
等
の
発
表

や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
よ
り
、
消
費
者
が
信
じ
込

ま
さ
れ
て
い
る
感
も
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
家
電
や
自
家
用
車
、
太
陽
光
発
電

等…

。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
照
明
や
液
晶

パ
ネ
ル
等
に
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本

来
、
信
号
機
や
電
源
の
Ｏ
Ｎ
・
Ｏ
Ｆ
Ｆ
と
い
っ
た

表
示
用
の
明
か
り
で
、
明
る
さ
を
求
め
ら
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
が
、
皆
さ
ん

ご
存
知
の
と
お
り
、
２
０
１
４
年
の
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
受
賞
も
あ
り
照
明
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

の
分
野
で
一
気
に
加
速
・
拡
大
し
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
近
頃
は
、
価
格
も
安
定
し
効
率
の
良

い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
中
に
は
求
め
る
ほ
ど

の
照
度
が
出
な
か
っ
た
り
、Ｐ
Ｃ
等
の
液
晶
の

ド
ッ
ト
抜
け
、Ｐ
Ｃ
本
体
や
液
晶
の
Ｃ
Ｐ
Ｕ
や
制

御
機
器
等
を
熱
か
ら
守
る
た
め
に
、
排
気
フ
ァ

ン
や
パ
ネ
ル
で
電
気
機
器
外（
い
わ
ゆ
る
室
内
）

に
放
出
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
極
端
な

例
を
挙
げ
る
と
、
一
世
代
前
の
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ

ビ
等
は
画
面
の
サ
イ
ズ
に
も
よ
り
ま
す
が
、
夏

場
ク
ー
ラ
ー
を
運
転
し
て
い
な
い
と
汗
が
流
れ

る
ほ
ど
の
熱
量
を
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
消
費

電
力
３
０
０
Ｗ
と
も
４
０
０
Ｗ
と
も
い
わ
れ
て

い
た
時
代
で
す
。
現
在
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
主
流
と
な

り
消
費
電
力
は
下
が
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

１
０
０
Ｗ
強
は
当
た
り
前
で
、
そ
れ
を
高
い
と

感
じ
る
か
安
い
と
感
じ
る
か
は
皆
さ
ん
の
考
え

方
次
第
で
す
。

　
次
に
自
家
用
車（
エ
コ
カ
ー
）に
つ
い
て
で
す

が
、
皆
さ
ん
の
中
に
は
エ
コ
カ
ー
に
乗
っ
て
お

ら
れ
る
方
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
エ
コ
カ
ー

減
税
等
の
補
助
も
あ
り
得
を
さ
れ
た
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
例
え
ば
プ
リ
ウ
ス
。
電
池

（
モ
ー
タ
ー
）で
走
る
車
。
初
期
の
頃
の
プ
リ
ウ

ス
の
電
池
を
交
換
し
た
場
合
、
電
池
代
に
30
万

掛
か
る
そ
う
で
す
。
一
世
代
前
で
13
万
強
、
こ

れ
に
工
賃
、
廃
棄
代
等
掛
か
る
の
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
車
検
も
含
め
て
な
ん
て
考
え
る
と

結
構
な
金
額
に
な
る
は
ず
で
す
。
メ
ー
カ
ー
曰

く「
一
世
代
前
の
プ
リ
ウ
ス
で
電
池
は
10
年
持
ち

ま
す
。」と
の
事
で
す
が
、
あ
る
車
屋
さ
ん
に
聞

い
た
と
こ
ろ「
走
行
距
離
や
走
り
方
、
使
用
用

途
を
考
え
た
場
合
５
年
を
経
過
し
た
ら
考
え
た

方
が…

？
」と
の
事
で
し
た
。

　
最
後
に
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
。
家
庭
用
太

陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
、
補
助
や
余
剰
電
力

の
買
取
に
よ
り
電
気
料
金
の
引
下
げ
に
繋
が
っ

た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
本
当
は
国

が
余
剰
電
力
の
買
取
を
し
た
上
で
、
蓄
電
池
装

置
の
普
及
を
図
る
べ
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
に
な
っ
て
蓄
電
池
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
一
部
の

メ
ー
カ
ー
が
流
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が…

。

昼
間
の
売
電
と
夜
間
用
の
蓄
電
が
で
き
れ
ば
家

計
は
も
っ
と
楽
な
は
ず
で
す
。
で
も
悲
し
い
か

な
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
そ
れ
だ
け
の
能
力
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
く
最
近
に
な
っ
て
一
部
の
メ
ー

カ
ー
が
変
換
効
率
20
％
を
超
え
ま
し
た
。
他
社

も
そ
れ
に
追
従
す
る
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
考
え
る
の
は
、
残
り
の
80
％
は
？
？
？ 

つ

い
最
近
ま
で
は
、
変
換
効
率
13
％
強
が
当
り
前

で
し
た
。

　
な
ん
か
否
定
的
な
話
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま

い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ち
ょ
っ
と
視
野
を

広
げ
た
り
、
考
え
方
の
角
度
を
変
え
る
と
い
ろ

ん
な
も
の
が
見
え
る

と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
参
考
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

Ⅰ 

が
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
は
な
ぜ
必
要
な
の
か
？

　
が
ん
に
な
っ
た
事
や
そ
の
治
療
に
よ
り
受
け

た
身
体
的
・
心
理
的
な
制
約
に
対
し
家
庭
や
社

会
に
早
期
に
復
帰
で
き
る
よ
う
な
医
療
的
な
関

わ
り
が
必
要
で
す
。
そ
の
関
わ
り
の
一
つ
に
リ
ハ

ビ
リ
が
あ
り
、
機
能
改
善
を
す
る
事
で
日
常
生

活
動
作
の
再
構
築
や
生
活
の
質
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

Ⅱ 

が
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
の
対
象
と
は
？

１ 

化
学
療
法
等
の
後
の
安
静
臥
床
や
術
後
疼

痛
・
体
力
低
下
に
よ
る
廃
用
性
の
機
能
低
下

２ 

手
術
侵
襲
に
よ
る
創
部
の
疼
痛
や
引
き
つ
れ

感
、
痺
れ
な
ど
に
よ
る
運
動
機
能
の
低
下

３ 

リ
ン
パ
郭
清
後
の
リ
ン
パ
浮
腫

４ 

腫
瘍
等
に
よ
る
骨
・
筋
組
織
へ
の
浸
潤
に
よ

る
病
的
骨
折
や
切
断
等

５ 

肺
癌
術
後
や
術
後
の
呼
吸
障
害
等

Ⅲ 

リ
ハ
ビ
リ
で
何
を
す
る
？

１ 

運
動
療
法
：
廃
用
性
の
筋

力
低
下
や
拘
縮
等
を
予
防

の
た
め
運
動
指
導
を
し
ま
す

２ 
可
動
性
の
治
療
：
痛
み
で
硬
く
な
っ
た
筋
肉

を
ほ
ぐ
し
た
り
、
徐
々
に
動
か
す
体
操
等
を

指
導
し
ま
す

３ 

退
院
後
の
生
活
に
必
要
な
動
作
の
練
習
や
生

活
環
境
整
備
の
提
案
を
し
ま
す

＊
当
院
で
は
が
ん
専
門
の
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ

が
患
者
さ
ん
の
身
体
や
こ
こ
ろ
の
状
況
に
合
わ

せ
た
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
し
、
病
棟
ス

タ
ッ
フ
や
医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
連
携
し
た

治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
り
が
ん
の
半
数
以
上
が
治
る
よ
う
に
な
り
、

が
ん
が〝
不
治
の
病
〞か
ら〝
共
存
す
る
病
〞と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
が
ん
と
共
存

し
、
よ
り
よ
い
生
活
を
送
る
為
に
必
要
な
治
療
が
、
が
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
で
す
。

　今年で７回目になる看護
部発表会が平成28年５月21
日㈯に開催され、124名の
参加がありました。
　各部署からのバザーが催
され今年も手作りのお弁当
やパン、スイーツなどが販
売され好評でした。
　また介護福祉士・リーダー
研修・臨床指導者会・認定
看護師・ワークライフバラ
ンスプロジェクトから一年間
の成果発表がありました。
　看 護 部 の コ ミュニ ケ ー
ション・活性化に繋がるイ
ベントとなりました。

平成28年度
看護部発表会
平成28年度
看護部発表会

※詳細につきましては、栄養相談室（２F）、外来内科窓口（２F）までお問
合せください。

※糖尿病の方、糖尿病を予防したい方、そのご家族やご近所の方、どな
たでもお気軽にご参加ください。

十全公開糖尿病教室のお知らせ十全公開糖尿病教室のお知らせ
平成28年11月９日㈬ 午前

十全総合病院　正面玄関ロビー他

随時お知らせいたします

第 21 回

日　時

場　所

実施内容

参加費、申し込み不要
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エ
コ
と
省
エ
ネ
に
つ
い
て

考
え
て
み
た

エ
コ
と
省
エ
ネ
に
つ
い
て

考
え
て
み
た総

務
課 

営
繕
係 

主
任

　真 

鍋

　和 

良

ほほえみ
医療メモ
ほほえみ
医療メモ

が
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
を

　
　知
っ
て
い
ま
す
か
？

が
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
を

　
　知
っ
て
い
ま
す
か
？

理
学
療
法
科

　三 

宅

　真 

寿 

美

ほほえみ
医療メモ
ほほえみ
医療メモ

　
昨
今
、「
エ
コ
」「
省
エ
ネ
」と
い
っ
た
言
葉
は
、

当
た
り
前
の
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

に
関
し
て
は
、
個
人
・
グ
ル
ー
プ
・
企
業
等
の
取

組
や
活
動
に
よ
っ
て
成
果
が
現
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
メ
ー
カ
ー
や
メ
デ
ィ
ア
等
の
発
表

や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
よ
り
、
消
費
者
が
信
じ
込

ま
さ
れ
て
い
る
感
も
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
家
電
や
自
家
用
車
、
太
陽
光
発
電

等…

。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
照
明
や
液
晶

パ
ネ
ル
等
に
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本

来
、
信
号
機
や
電
源
の
Ｏ
Ｎ
・
Ｏ
Ｆ
Ｆ
と
い
っ
た

表
示
用
の
明
か
り
で
、
明
る
さ
を
求
め
ら
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
が
、
皆
さ
ん

ご
存
知
の
と
お
り
、
２
０
１
４
年
の
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
受
賞
も
あ
り
照
明
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

の
分
野
で
一
気
に
加
速
・
拡
大
し
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
近
頃
は
、
価
格
も
安
定
し
効
率
の
良

い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
中
に
は
求
め
る
ほ
ど

の
照
度
が
出
な
か
っ
た
り
、Ｐ
Ｃ
等
の
液
晶
の

ド
ッ
ト
抜
け
、Ｐ
Ｃ
本
体
や
液
晶
の
Ｃ
Ｐ
Ｕ
や
制

御
機
器
等
を
熱
か
ら
守
る
た
め
に
、
排
気
フ
ァ

ン
や
パ
ネ
ル
で
電
気
機
器
外（
い
わ
ゆ
る
室
内
）

に
放
出
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
極
端
な

例
を
挙
げ
る
と
、
一
世
代
前
の
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ

ビ
等
は
画
面
の
サ
イ
ズ
に
も
よ
り
ま
す
が
、
夏

場
ク
ー
ラ
ー
を
運
転
し
て
い
な
い
と
汗
が
流
れ

る
ほ
ど
の
熱
量
を
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
消
費

電
力
３
０
０
Ｗ
と
も
４
０
０
Ｗ
と
も
い
わ
れ
て

い
た
時
代
で
す
。
現
在
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
主
流
と
な

り
消
費
電
力
は
下
が
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

１
０
０
Ｗ
強
は
当
た
り
前
で
、
そ
れ
を
高
い
と

感
じ
る
か
安
い
と
感
じ
る
か
は
皆
さ
ん
の
考
え

方
次
第
で
す
。

　
次
に
自
家
用
車（
エ
コ
カ
ー
）に
つ
い
て
で
す

が
、
皆
さ
ん
の
中
に
は
エ
コ
カ
ー
に
乗
っ
て
お

ら
れ
る
方
も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
エ
コ
カ
ー

減
税
等
の
補
助
も
あ
り
得
を
さ
れ
た
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
例
え
ば
プ
リ
ウ
ス
。
電
池

（
モ
ー
タ
ー
）で
走
る
車
。
初
期
の
頃
の
プ
リ
ウ

ス
の
電
池
を
交
換
し
た
場
合
、
電
池
代
に
30
万

掛
か
る
そ
う
で
す
。
一
世
代
前
で
13
万
強
、
こ

れ
に
工
賃
、
廃
棄
代
等
掛
か
る
の
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
車
検
も
含
め
て
な
ん
て
考
え
る
と

結
構
な
金
額
に
な
る
は
ず
で
す
。
メ
ー
カ
ー
曰

く「
一
世
代
前
の
プ
リ
ウ
ス
で
電
池
は
10
年
持
ち

ま
す
。」と
の
事
で
す
が
、
あ
る
車
屋
さ
ん
に
聞

い
た
と
こ
ろ「
走
行
距
離
や
走
り
方
、
使
用
用

途
を
考
え
た
場
合
５
年
を
経
過
し
た
ら
考
え
た

方
が…

？
」と
の
事
で
し
た
。

　
最
後
に
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
。
家
庭
用
太

陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
、
補
助
や
余
剰
電
力

の
買
取
に
よ
り
電
気
料
金
の
引
下
げ
に
繋
が
っ

た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
本
当
は
国

が
余
剰
電
力
の
買
取
を
し
た
上
で
、
蓄
電
池
装

置
の
普
及
を
図
る
べ
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
に
な
っ
て
蓄
電
池
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
一
部
の

メ
ー
カ
ー
が
流
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が…

。

昼
間
の
売
電
と
夜
間
用
の
蓄
電
が
で
き
れ
ば
家

計
は
も
っ
と
楽
な
は
ず
で
す
。
で
も
悲
し
い
か

な
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
そ
れ
だ
け
の
能
力
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
く
最
近
に
な
っ
て
一
部
の
メ
ー

カ
ー
が
変
換
効
率
20
％
を
超
え
ま
し
た
。
他
社

も
そ
れ
に
追
従
す
る
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
考
え
る
の
は
、
残
り
の
80
％
は
？
？
？ 

つ

い
最
近
ま
で
は
、
変
換
効
率
13
％
強
が
当
り
前

で
し
た
。

　
な
ん
か
否
定
的
な
話
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま

い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ち
ょ
っ
と
視
野
を

広
げ
た
り
、
考
え
方
の
角
度
を
変
え
る
と
い
ろ

ん
な
も
の
が
見
え
る

と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
参
考
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

Ⅰ 

が
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
は
な
ぜ
必
要
な
の
か
？

　
が
ん
に
な
っ
た
事
や
そ
の
治
療
に
よ
り
受
け

た
身
体
的
・
心
理
的
な
制
約
に
対
し
家
庭
や
社

会
に
早
期
に
復
帰
で
き
る
よ
う
な
医
療
的
な
関

わ
り
が
必
要
で
す
。
そ
の
関
わ
り
の
一
つ
に
リ
ハ

ビ
リ
が
あ
り
、
機
能
改
善
を
す
る
事
で
日
常
生

活
動
作
の
再
構
築
や
生
活
の
質
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

Ⅱ 

が
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
の
対
象
と
は
？

１ 

化
学
療
法
等
の
後
の
安
静
臥
床
や
術
後
疼

痛
・
体
力
低
下
に
よ
る
廃
用
性
の
機
能
低
下

２ 

手
術
侵
襲
に
よ
る
創
部
の
疼
痛
や
引
き
つ
れ

感
、
痺
れ
な
ど
に
よ
る
運
動
機
能
の
低
下

３ 

リ
ン
パ
郭
清
後
の
リ
ン
パ
浮
腫

４ 

腫
瘍
等
に
よ
る
骨
・
筋
組
織
へ
の
浸
潤
に
よ

る
病
的
骨
折
や
切
断
等

５ 

肺
癌
術
後
や
術
後
の
呼
吸
障
害
等

Ⅲ 

リ
ハ
ビ
リ
で
何
を
す
る
？

１ 

運
動
療
法
：
廃
用
性
の
筋

力
低
下
や
拘
縮
等
を
予
防

の
た
め
運
動
指
導
を
し
ま
す

２ 

可
動
性
の
治
療
：
痛
み
で
硬
く
な
っ
た
筋
肉

を
ほ
ぐ
し
た
り
、
徐
々
に
動
か
す
体
操
等
を

指
導
し
ま
す

３ 

退
院
後
の
生
活
に
必
要
な
動
作
の
練
習
や
生

活
環
境
整
備
の
提
案
を
し
ま
す

＊
当
院
で
は
が
ん
専
門
の
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ

が
患
者
さ
ん
の
身
体
や
こ
こ
ろ
の
状
況
に
合
わ

せ
た
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
し
、
病
棟
ス

タ
ッ
フ
や
医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
連
携
し
た

治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
り
が
ん
の
半
数
以
上
が
治
る
よ
う
に
な
り
、

が
ん
が〝
不
治
の
病
〞か
ら〝
共
存
す
る
病
〞と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
が
ん
と
共
存

し
、
よ
り
よ
い
生
活
を
送
る
為
に
必
要
な
治
療
が
、
が
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
で
す
。

　今年で７回目になる看護
部発表会が平成28年５月21
日㈯に開催され、124名の
参加がありました。
　各部署からのバザーが催
され今年も手作りのお弁当
やパン、スイーツなどが販
売され好評でした。
　また介護福祉士・リーダー
研修・臨床指導者会・認定
看護師・ワークライフバラ
ンスプロジェクトから一年間
の成果発表がありました。
　看 護 部 の コ ミュニ ケ ー
ション・活性化に繋がるイ
ベントとなりました。

平成28年度
看護部発表会
平成28年度
看護部発表会

※詳細につきましては、栄養相談室（２F）、外来内科窓口（２F）までお問
合せください。

※糖尿病の方、糖尿病を予防したい方、そのご家族やご近所の方、どな
たでもお気軽にご参加ください。

十全公開糖尿病教室のお知らせ十全公開糖尿病教室のお知らせ
平成28年11月９日㈬ 午前

十全総合病院　正面玄関ロビー他

随時お知らせいたします

第 21 回

日　時

場　所

実施内容

参加費、申し込み不要
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学習内容・行事・学校生活など、実際に自分の目や耳で確かめることが大切です。
進学後の学習や学校生活についてわからないこと、何でも気軽にご相談ください。

オープンキャンパス
限定のオリジナル
授業を行います。普
段の講義に近い内
容で、分かりやすく
楽しみながら、講義＋実技を体験していただきます。

理学療法学科／作業療法学科

《日程》

講義体験

〒791-0385 愛媛県東温市南方561
TEL（089）966-4573HP http://www.esm-juzen.ac.jp　携帯 http://www.esm-juzen.ac.jp/k/

オープンキャンパス開催オープンキャンパス開催愛媛十全
医療学院
愛媛十全
医療学院

受付 12時30分～
開始 13時～

Ⅰ

７月16日㈯

９月  3日㈯

在校生の生の声やアドバイスを聞けるチャンス！
実習場である病院で、看護体験ができます。

　
平
成
28
年
５
月
19
日
㈭ 

午
後
２
時
よ
り
別
子
記
念

図
書
館
に
て「
子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て
」〜
脳
の
発

達
と
遊
び
の
関
係
に
つ
い
て
〜
と
題
し
て
、
こ
ど
も

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
作
業
療
法
士
藤
井
雅
之
に

よ
る
健
康
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
受
講
者
は
約
80

名
で
中
に
は
子
ど
も
連
れ
の
お
母
さ
ん
も
い
ら
し
て

和
や
か
な
ム
ー
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
発
達
と
は
？
」「
脳

と
は
？
」と
基
本
的
な

話
か
ら
始
ま
り
、「
脳

の
発
達
を
促
す
た
め

に
」「
発
達
に
大
切
な

３
つ
の
感
覚
と
遊
び

に
つ
い
て
」「
遊
び
の

中
で
子
ど
も
と
か
か

わ
る
ポ
イ
ン
ト
」と
今

す
ぐ
役
立
つ
方
法
を

具
体
例
を
挙
げ
な
が

ら
、
ま
た
参
加
者
と

の
ゲ
ー
ム
の
中
で
楽

し
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
講
演
後
、
熱
心
に

質
問
さ
れ
て
い
る
方

も
い
ら
し
て
充
実
し

た
医
療
講
演
と
な
り

ま
し
た
。 健

康
講
座

白内障手術の再開に伴い、
最新手術機器を導入いたしました
白内障手術の再開に伴い、
最新手術機器を導入いたしました

お気軽に眼科を受診ください

白内障手術装置
「センチュリオン」

最新の眼圧制御システム
および超音波発振システ
ムを搭載

顕微鏡装置
「ルメラ　T」

最新の照明を搭載、少な
い光でも明るく均一なコン
トラストと高品質の視認性

　５月27日㈮午前10時より、金栄公民館にて「認知症予防について～リ
ハレクしましょう～」と題して、作業療法科主任・曽我部有司による院外
講演が開催され、婦人会の会員19名が参加しました。
　最初に“もの忘れ”と“認知症”の違いについて説明がなされ、認知症に
ついての理解を深めました。
　その後、両手じゃんけんや、動物のイラストを用いた神経衰弱、連想
ゲームなど、頭と体を使ったレクレーションが行われました。
　手を左右別々に動かすゲームは難しく、参加者は「えいっ、えいっ」と
声を出しながら手を前後に動かし、失敗と笑いを繰り返しながら一生懸
命行っていました。
　また、発声による認知症予防として音読も行われました。最後は手拍
子に合わせて全員で歌を合唱し、盛況のうちに終了しました。

院外医療講演の報告院外医療講演の報告

『認知症予防について』『認知症予防について』
対外活動委員会糖尿病教室のお知らせ糖尿病教室のお知らせ

どなたでもお気軽にご参加ください。 お申し込みは不要です。　※都合により内容が変更になる場合があります。

参加費・参加

申し込み不要
参加費・参加

申し込み不要

内　　　容開催日

13
（水）

７/ 検査のあれこれ 臨床検査技師
食事療法はどうしたらいいの？
～夏の食べ物・飲みもの～

管理栄養士

20
（水）

７/ お薬の種類を教えて！ 薬剤師
もう怖くない低血糖
～正しい対処法を知ろう～ 看護師

27
（水）

７/ もっと知ってほしいフットケア 形成外科医師
運動のはじめの一歩 理学療法士

担　当 内　　　容開催日

3
（水）

８/

災害の時、食事の摂り方はどうすればいいの？ 管理栄養士
糖尿病と診断されたら～治療編～ 内科医師

10
（水）

８/ 体調が悪い時はどうすればいいの？ 看護師
検査値から自分の体を知ろう 臨床検査技師

17
（水）

８/ 災害に備えて…
～普段から準備しておこう～

看護師
（災害支援ナース）

薬剤師

24
（水）

８/ 災害が起こったとき
～エコノミー症候群の予防方法～

理学療法士

31
（水）

８/ カンバセーションマップ
すごろくのような地図を囲んで、
糖尿病の知識や体験を話合い、
糖尿病について楽しく学びます

担当スタッフ

担　当

毎週水曜日 午後2：00～日時
場所 外来棟3階 カンファレンスルーム

6
（水）

７/ 糖尿病ってどんな病気？ 内科医師
看護師糖尿病と上手に付き合おう

内　　　容開催日

14
（水）

９/ 嗜好食品は上手にとろう 管理栄養士
足を観察してみよう～フットケア～ 看護師

21
（水）

９/ サプリメントは上手にとりいれよう 薬剤師
運動について悩みはありませんか？ 理学療法士

28
（水）

９/
すごろくゲームで糖尿病を学ぼう 担当スタッフ

担　当

7
（水）

９/ しめじ・えのきを知っていますか？
～糖尿病合併症～ 内科医師

臨床検査技師血糖値を測ってみよう

今年も暑い夏がやって来ます。
夏を快適に乗り切るために、もう一度糖尿病
について考えてみませんか？

災害はいつやってくるかわかりません。いざという時あわて
ないよう備えておきましょう！日頃、疑問点をおもちの方、
もっと詳しい内容を知りたい方、どしどし参加してください。

食事、運動、薬について普段疑問に思ってい
ることはありませんか？ぜひこの機会に解決
してみてはいかが、新しい発見があるかも！

十全看護専門学校

オープンキャンパス開催オープンキャンパス開催
電話予約必要。先着30名

参加申込

全日程

８月３日㈬平日限定で、附属病
院で理学・作業のスタッフが患者
さまにリハビリを施す場面も見
学コースに含まれます。将来の
仕事を意識した見学で、現場や職場の環境もあわせて体験していただきます。

全学科対象Ⅱ

「将来の仕事!」を
意識する。

《日程》８月３日㈬・６日㈯
模擬体験・個別相談・施設見学 他

申込先 十全看護専門学校 愛媛県新居浜市北新町2-77

（0897）33-1723（月～金／９時～ 17時）

内　容 ● 看護技術の演習
● 十全総合病院の見学・看護体験

● 在校生とランチ＆フリートーク
　（ランチは学校で準備します）

９月17日㈯ ９時30分～ 14時
７月16日㈯ （※予約終了となりました）開催日

※９時受付開始

８月31日㈬申込期限
保護者・高校の先生の同伴参加も可能です。定員になり次第締め切りとさせていただきます。

９月開催

学院ホームページ／スマートフォン専用サイト／携帯サイト／ＴＥＬからご予約ください。
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学習内容・行事・学校生活など、実際に自分の目や耳で確かめることが大切です。
進学後の学習や学校生活についてわからないこと、何でも気軽にご相談ください。

オープンキャンパス
限定のオリジナル
授業を行います。普
段の講義に近い内
容で、分かりやすく
楽しみながら、講義＋実技を体験していただきます。

理学療法学科／作業療法学科

《日程》

講義体験

〒791-0385 愛媛県東温市南方561
TEL（089）966-4573HP http://www.esm-juzen.ac.jp　携帯 http://www.esm-juzen.ac.jp/k/

オープンキャンパス開催オープンキャンパス開催愛媛十全
医療学院
愛媛十全
医療学院

受付 12時30分～
開始 13時～

Ⅰ

７月16日㈯

９月  3日㈯

在校生の生の声やアドバイスを聞けるチャンス！
実習場である病院で、看護体験ができます。

　
平
成
28
年
５
月
19
日
㈭ 

午
後
２
時
よ
り
別
子
記
念

図
書
館
に
て「
子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て
」〜
脳
の
発

達
と
遊
び
の
関
係
に
つ
い
て
〜
と
題
し
て
、
こ
ど
も

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
作
業
療
法
士
藤
井
雅
之
に

よ
る
健
康
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
受
講
者
は
約
80

名
で
中
に
は
子
ど
も
連
れ
の
お
母
さ
ん
も
い
ら
し
て

和
や
か
な
ム
ー
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
発
達
と
は
？
」「
脳

と
は
？
」と
基
本
的
な

話
か
ら
始
ま
り
、「
脳

の
発
達
を
促
す
た
め

に
」「
発
達
に
大
切
な

３
つ
の
感
覚
と
遊
び

に
つ
い
て
」「
遊
び
の

中
で
子
ど
も
と
か
か

わ
る
ポ
イ
ン
ト
」と
今

す
ぐ
役
立
つ
方
法
を

具
体
例
を
挙
げ
な
が

ら
、
ま
た
参
加
者
と

の
ゲ
ー
ム
の
中
で
楽

し
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
講
演
後
、
熱
心
に

質
問
さ
れ
て
い
る
方

も
い
ら
し
て
充
実
し

た
医
療
講
演
と
な
り

ま
し
た
。 健

康
講
座

白内障手術の再開に伴い、
最新手術機器を導入いたしました
白内障手術の再開に伴い、
最新手術機器を導入いたしました

お気軽に眼科を受診ください

白内障手術装置
「センチュリオン」

最新の眼圧制御システム
および超音波発振システ
ムを搭載

顕微鏡装置
「ルメラ　T」

最新の照明を搭載、少な
い光でも明るく均一なコン
トラストと高品質の視認性

　５月27日㈮午前10時より、金栄公民館にて「認知症予防について～リ
ハレクしましょう～」と題して、作業療法科主任・曽我部有司による院外
講演が開催され、婦人会の会員19名が参加しました。
　最初に“もの忘れ”と“認知症”の違いについて説明がなされ、認知症に
ついての理解を深めました。
　その後、両手じゃんけんや、動物のイラストを用いた神経衰弱、連想
ゲームなど、頭と体を使ったレクレーションが行われました。
　手を左右別々に動かすゲームは難しく、参加者は「えいっ、えいっ」と
声を出しながら手を前後に動かし、失敗と笑いを繰り返しながら一生懸
命行っていました。
　また、発声による認知症予防として音読も行われました。最後は手拍
子に合わせて全員で歌を合唱し、盛況のうちに終了しました。

院外医療講演の報告院外医療講演の報告

『認知症予防について』『認知症予防について』
対外活動委員会糖尿病教室のお知らせ糖尿病教室のお知らせ

どなたでもお気軽にご参加ください。 お申し込みは不要です。　※都合により内容が変更になる場合があります。

参加費・参加

申し込み不要
参加費・参加

申し込み不要

内　　　容開催日

13
（水）

７/ 検査のあれこれ 臨床検査技師
食事療法はどうしたらいいの？
～夏の食べ物・飲みもの～

管理栄養士

20
（水）

７/ お薬の種類を教えて！ 薬剤師
もう怖くない低血糖
～正しい対処法を知ろう～ 看護師

27
（水）

７/ もっと知ってほしいフットケア 形成外科医師
運動のはじめの一歩 理学療法士

担　当 内　　　容開催日

3
（水）

８/

災害の時、食事の摂り方はどうすればいいの？ 管理栄養士
糖尿病と診断されたら～治療編～ 内科医師

10
（水）

８/ 体調が悪い時はどうすればいいの？ 看護師
検査値から自分の体を知ろう 臨床検査技師

17
（水）

８/ 災害に備えて…
～普段から準備しておこう～

看護師
（災害支援ナース）

薬剤師

24
（水）

８/ 災害が起こったとき
～エコノミー症候群の予防方法～

理学療法士

31
（水）

８/ カンバセーションマップ
すごろくのような地図を囲んで、
糖尿病の知識や体験を話合い、
糖尿病について楽しく学びます

担当スタッフ

担　当

毎週水曜日 午後2：00～日時
場所 外来棟3階 カンファレンスルーム

6
（水）

７/ 糖尿病ってどんな病気？ 内科医師
看護師糖尿病と上手に付き合おう

内　　　容開催日

14
（水）

９/ 嗜好食品は上手にとろう 管理栄養士
足を観察してみよう～フットケア～ 看護師

21
（水）

９/ サプリメントは上手にとりいれよう 薬剤師
運動について悩みはありませんか？ 理学療法士

28
（水）

９/
すごろくゲームで糖尿病を学ぼう 担当スタッフ

担　当

7
（水）

９/ しめじ・えのきを知っていますか？
～糖尿病合併症～ 内科医師

臨床検査技師血糖値を測ってみよう

今年も暑い夏がやって来ます。
夏を快適に乗り切るために、もう一度糖尿病
について考えてみませんか？

災害はいつやってくるかわかりません。いざという時あわて
ないよう備えておきましょう！日頃、疑問点をおもちの方、
もっと詳しい内容を知りたい方、どしどし参加してください。

食事、運動、薬について普段疑問に思ってい
ることはありませんか？ぜひこの機会に解決
してみてはいかが、新しい発見があるかも！

十全看護専門学校

オープンキャンパス開催オープンキャンパス開催
電話予約必要。先着30名

参加申込

全日程

８月３日㈬平日限定で、附属病
院で理学・作業のスタッフが患者
さまにリハビリを施す場面も見
学コースに含まれます。将来の
仕事を意識した見学で、現場や職場の環境もあわせて体験していただきます。

全学科対象Ⅱ

「将来の仕事!」を
意識する。

《日程》８月３日㈬・６日㈯
模擬体験・個別相談・施設見学 他

申込先 十全看護専門学校 愛媛県新居浜市北新町2-77

（0897）33-1723（月～金／９時～ 17時）

内　容 ● 看護技術の演習
● 十全総合病院の見学・看護体験

● 在校生とランチ＆フリートーク
　（ランチは学校で準備します）

９月17日㈯ ９時30分～ 14時
７月16日㈯ （※予約終了となりました）開催日

※９時受付開始

８月31日㈬申込期限
保護者・高校の先生の同伴参加も可能です。定員になり次第締め切りとさせていただきます。

９月開催

学院ホームページ／スマートフォン専用サイト／携帯サイト／ＴＥＬからご予約ください。
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一般財団法人 積善会  十全総合病院ニュース

《病院理念》 《基本方針》
1. 地域に根ざした病院として、安心できる医療提供に努めます
1. インフォームドコンセントを徹底し、患者様の選択を尊重した医療をめざします
1. 患者様のプライバシーを尊重いたします
1. 知識と技術の向上に努め最善の医療をいたします
1. 優しさ思いやりを大切に心のこもった公平な医療をいたします

広報誌編集活動委員会■編集

十全看護専門学校

愛媛十全医療学院

愛媛十全医療学院附属病院【内科・整形外科】

医療法人 十全会 十全第二病院【精神科】

●

●

●

●

●

総 合 福 祉 施 設　やすらぎの郷
介護老人福祉施設　ハートランド三恵
介護老人保健施設　リハビリステーション三恵荘
介護老人保健施設　希望の館
障害者支援施設　三恵ホーム
児 童 福 祉 施 設   十全保育園
総　合　福　祉　館　コミュニティハウス三恵
福　　 祉　　 館   恵海
児 童 福 祉 施 設   中萩保育園
養護老人ホーム  新居浜市立慈光園

あたたかい心、思いやりの心、私達は心の医療
を推進します。

生活能力の回復と維持を図っています。

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士の育成
校是【博く学び、深く思い、厚く思いやる】

あたたかい気持ちとあつい心をもった看護師の
育成を図っています。

社会福祉法人 三恵会
子供から高齢者まで、幅広い世代へのお世話を
行っています。

医療・福祉  十全グループ

〒792-8586　愛媛県新居浜市北新町1番5号
TEL（0897）33-1818  ＦＡＸ（0897）37-2124

http://jyuzen.jp/ホームページアドレス

ストップ! 温暖化

一般財団法人 積善会

環境負荷を抑えた植物油インキと
適切に管理された森林から生産さ
れた紙を使用しています。

移動図書館 青い鳥号

◎悪天候や特殊な事情により、運行を
　中止することがあります。

来院時間 

お問い合わせは…

新居浜市立別子銅山記念図書館
TEL（0897）32-1911

午後3：10～3：50

来院予定日

患者さまの責務

良質で安全な医療を平等にうける権利

病気の診断・治療方針・今後の見込み
について十分な説明をうける権利

他院を含め他の医師の意見（セカンド
オピニオン）を求める権利

自分が受ける医療に参加し自ら決定す
る権利

診療上の個人のプライバシーについて
保護される権利

診療記録の開示を求める権利

医師が説明し同意した治療方針に協
力する義務があります。

自分自身の健康に関する情報はできる
限り正確にお伝えください。

院内の規則を守り、他の患者さまの治
療に支障を来たさないよう協力をお願
いします。

患者さまの権利
私たちは患者さまとのより良い信頼関係を
築くため、「患者さまの権利」を尊重します。
1.
1.

1.

1.

1.

1.

1.

1.

1.

病院敷地内 全面禁煙
トイレや人目につかないところでの喫煙は防
火管理上も大変危険ですので、喫煙はくれぐ
れもご遠慮ください。 皆様のご理解とご協力
を、よろしくお願いいたします。　　  病 院 長

所在地のご案内

交通の
ご案内

新居浜 IC から約 20 分、いよ西条 IC から約 20 分 
【 駐車場完備 272 台収容可能 】

瀬戸内バス ……「十全総合病院前（ 広瀬 → 多喜浜線 ）」下車
　　　　　　　   「十全病院南口（ 今治 → マイントピア別子線 ）」下車
J R 予 讃 線  …… 新居浜（にいはま）駅下車、タクシーで約 10 分

《 お  車 》

《 バ  ス 》

《  J R  》

至 西条
至 多喜浜

至 松山
国道11号線

西ノ端
交差点

県道新居浜野田線

東城
交差点

至 松山

新居浜ICいよ西条IC

至 高松

至 高松

リーガ
ロイヤルホテル

滝の宮公園

新居浜駅

JR予讃線

至 元塚
一
宮
神
社

市役所

十全総合病院前

十全病院
南口

警察署

尻
無
川

国
領
川

N

楠
中
央
通
り

東
川

十全総合病院

十全第二病院

三恵会

松山自動車道至 松山 至 高松

夏号
2016

● 2016. ７. 1 発行（次回 10. 1 発行）

７/ 13   ・27水 水

水
８/ 10   ・24水

９/ 7   ・21水 水

　『
他
人
の
為
に
尽
く
し
て
感
謝
し
よ
う
』

は
当
院
の
病
院
理
念
の
ひ
と
つ
で
す
。
最
近

の
心
理
学
者
と
分
子
生
物
学
者
が
コ
ラ
ボ

し
た
研
究
で
、〝
人
の
た
め
に
尽
く
し
、
人
の

た
め
に
な
っ
た
〞と
感
じ
た
時
、
我
々
の
体

内
で
起
こ
っ
て
い
る
遺
伝
子
の
発
現
変
化
が

観
察
さ
れ
て
い
ま
す*

。
心
が
身
体
に
影
響

を
及
ぼ
す
証
拠
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
そ
も
そ
も
、
人
の
幸
せ
は
大
き
く
ふ
た

つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
人
で
趣

味
に
興
じ
た
り
、
美
味
し
い
食
事
を
と
っ
た

り
、
旅
行
を
楽
し
ん
だ
り
、
美
し
い
も
の
に

感
動
し
た
り
す
る
、
い
わ
ば
個
人
的
な
幸

福
感（H

edo
nic w

ell-being

、
日
本
語
で

は
個
人
快
楽
的
幸
福
）と
、
他
人
お
よ
び
社

会
と
の
協
調
性
を
感
じ
、
小
さ
な
親
切
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
寄
付
な
ど
、
見
返
り
を
求

め
な
い
利
他
的
行
動
、
個
体
を
超
越
し
た

時
に
感
じ
る
幸
福
感
（E

udaim
no

nic 

w
ell-being

、
社
会
的
幸
福
）で
す
。
心
理

学
的
に
社
会
的
幸
福
は
個
人
的
幸
福
に
比

べ
、
長
時
間
持
続
す
る
強
い
幸
福
感
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
利
他
的
行
動
に
よ
っ

て
、
脳
内
報
酬
系
が
賦
活
さ
れ
、
強
い
幸

福
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
そ
う

で
す
。

　
研
究
で
は
ふ
た
つ
の
幸
福
に
あ
て
は
ま
る

人
々
を
心
理
学
者
が
分
類
し
、
健
康
維
持

に
関
わ
る
２
１
０
０
０
種
類
の
遺
伝
子
の
発

現
に
つ
い
て
分
子
生
物
学
的
手
技
を
用
い
検

討
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
個
人
的
幸

福
群
、
社
会
的
幸
福
群
は
共
に
遺
伝
子
発

現
の
傾
向
は
似
て
い
る
も
の
の
、
免
疫
系
、

慢
性
炎
症
反
応
で
異
な
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
社
会
的
群
で
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
産

生
な
ど
ウ
ィ
ル
ス
感
染
、
腫
瘍（
が
ん
）免
疫

系
が
上
昇
、
慢
性
炎
症
反
応
の
免
疫
系
の

低
下
が
見
ら
れ
、
一
方
、
個
人
的
群
で
は
細

菌
感
染
症
や
慢
性
炎
症
反
応
の
免
疫
系
が

上
昇
す
る
ら
し
い
の
で
す（
慢
性
炎
症
反
応

は
老
化
促
進
）。
社
会
的
な
幸
福
感
は
健
康

寿
命
を
延
ば
す
と
い
う
意
味
で
重
要
で
あ

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
幸
福
の
パ
タ
ー

ン
に
よ
り
我
々
の
体
内
の
遺
伝
子
の
発
現
量

が
異
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
重
大
で
、

日
頃
の
行
動
、
考
え
方
に
よ
り
遺
伝
子
発

現
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
補
足
で
す
が
人
の
遺
伝
子
は
皆
ほ

ぼ
同
じ
で（S

N
P
**

な
ど
の
違
い
あ
り
）、

ヒ
ト
の
個
体
差
は
遺
伝
子
発
現
の
違
い
に

よ
る
こ
と
が
大
き
い
の
で
す
。

　『
他
人
の
為
に
尽
く
し
て
感
謝
し
よ
う
』

と
似
た
言
葉
に
、『
情
け
は
人
の
た
め
な
ら

ず
』が
あ
り
ま
す
が
、
先
人
の
卓
越
し
た
知

恵
を
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、『
情
け
は
』は

『
他
人
の
為
に
』と
は
少
し
違
い
、
互
酬（
見

返
り
も
）を
求
め
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ

ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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『
人
の
た
め
に
尽
く
し
感
謝
す
る
』こ
と
で

体
内
に
起
こ
っ
て
い
る
心
と
体
の
状
態
に
つ
い
て

『
人
の
た
め
に
尽
く
し
感
謝
す
る
』こ
と
で

体
内
に
起
こ
っ
て
い
る
心
と
体
の
状
態
に
つ
い
て

◎診察日【産婦人科】
●月～金曜日／第3・5土曜日
　午前 ８ 時45分 ～ 12 時
●月・水・金曜日
　午後 ２ 時 ～ ４ 時

ひ

と

ひ

と

ひ

と

ご
し
ゅ
う

メディカル
スクール 2016
in 十全総合病院

参加費
無料

　実際の医療現場で行う実践型医療体
験セミナーです。

①検査機器を使った医療体験
②メス等を使った模擬手術体験 等

日　時 ９月24日㈯ 8:30 ～ 15:30

場　所 十全総合病院

対　象 中高生（医師の仕事に興味がある人）

定　員 25名（定員になり次第締切）

問合せ 十全総合病院 企画支援課　TEL（0897）33-1818（藤原）
HPアドレス　http://jyuzen.jp/

申　込 ８月１日㈪より受付
申込要領は７月下旬に当院のホームページに掲載いたします。


